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声明 

日本学術会議法の改正に反対し、会員候補6名の任命と情報開示を求める 

 安全保障関連法に反対する学者の会 

 

日本学術会議は、学術が戦争に動員された過去の反省のもと、日本国憲法で新たに保障さ

れた学問の自由を体現する機関の1つとして、1948年の日本学術会議法により設置された。

同法は、日本学術会議が独立して職務を行い、自律的に会員を選考するものと定め、たとえ

ば不祥事のあった会員も、学術会議自らが申し出ない限り、退職させられないこととしてい

る。学術会議のあり方のこのような根幹に対して、政府は現在「改正」を企図している。   

2020年 10月 1日から、日本学術会議第25期および第26期の6年間を任期とする会員候

補者6名について、任命が行われないという不作為の違法状態が続いてきた。これについて

は現在、その違法性を確認するとともに理由となる情報を公開することを求める裁判が、東

京地方裁判所に係属中である。政府が企図する学術会議法改正は、このような違法状態を糊

塗しようとするものでもある。 

 すなわち政府は、新規立法によって日本学術会議を法人化し、その独立性と会員選考の自

律性を破壊しようとしている。改正案の概要によれば、内閣総理大臣が法人の「監事」を任

命する、会員選考では会員以外の者で構成される「会員候補者選定助言委員会」の意見を聴

く、6年間の「中期的な活動計画」および年度ごとの実績を、内閣府に置かれ内閣総理大臣

が任命する「評価委員会」が評価する、としている。 

監事の監査と評価委員会により活動の自主性を制約され、会員選考では、専門知識を欠く

者の「助言」に従わなければならないこととなり、6年ごと・年度ごとの評価のもとで、学

術会議に本来期待される中長期的あるいは人類的な課題への取り組みが、疎かにされること

が懸念される。 

 近年、日本の学術の国際競争力が低下していることは、政府によるトップダウン型の研

究・教育政策に起因するところが小さくない。学術は真理の探究と人類の未来に資するもの

であり、時間軸も知見も限られた少数の者の意向によって、左右されてはならない。日本の

科学者の「内外に対する代表機関」として位置づけられている日本学術会議は、特定の利害

や領域に偏ることなく、すべての学問分野を代表するための多様性と自律性を保持すべきで

ある。 

 たとえ法改正が強行されたとしても、会員6名の任命と情報開示の不作為の違法性が消え

てなくなるわけではない。そればかりか、新法は、人類の福祉にも日本の国益にも反する結

果を招くものである。 

 私たちは、日本学術会議の意義を破壊することとなる法改正に反対し、改めて、6名の会

員任命、および任命がこれまで行われなかった理由の開示を求める。 

 

2025年 2月 15日   
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安全保障関連法に反対する学者の会 呼びかけ人一同 

青井 未帆 （学習院大学教授 法学） 

浅倉むつ子 （早稲田大学名誉教授 法学） 

淡路 剛久 （立教大学名誉教授・弁護士 民法・環境法） 

池内  了 （名古屋大学名誉教授 宇宙物理学） 

石田 英敬 （東京大学名誉教授 記号学・メディア論） 

市野川容孝 （東京大学教授 社会学） 

上田 誠也 （東京大学名誉教授 地球物理学／日本学士院会員） 

上野 健爾 （京都大学名誉教授 数学） 

上野千鶴子 （東京大学名誉教授 社会学） 

鵜飼  哲 （一橋大学名誉教授 フランス文学・フランス思想） 

内田  樹 （神戸女学院大学名誉教授 哲学） 

内海 愛子 （恵泉女学園大学名誉教授 日本-アジア関係論） 

宇野 重規 （東京大学教授 政治思想史） 

大沢 真理 （東京大学名誉教授 社会政策） 

岡野 八代 （同志社大学教授 西洋政治思想史・フェミニズム理論） 

小熊 英二 （慶應義塾大学教授 歴史社会学） 

戒能 通厚 （早稲田大学名誉教授 法学） 

加藤  節 （成蹊大学名誉教授 政治哲学） 

金子  勝 （慶応義塾大学名誉教授 財政学） 

川本 隆史 （東京大学名誉教授 社会倫理学） 

君島 東彦 （立命館大学教授 憲法学・平和学） 

久保  亨 （信州大学元教授 歴史学） 

栗原  彬 （立教大学名誉教授 政治社会学） 

小林  節 （慶應義塾大学名誉教授 憲法学） 

小森 陽一 （東京大学名誉教授 日本近代文学） 

齊藤 純一 （早稲田大学教授 政治学） 

酒井 啓子 （千葉大学教授 イラク政治研究） 

佐藤  学 （東京大学名誉教授 教育学） 

島薗  進 （上智大学特任教授 宗教学） 

杉田  敦 （法政大学教授 政治学） 

高橋 哲哉 （東京大学名誉教授 哲学） 

高山佳奈子 （京都大学教授 法学） 

千葉  眞 （国際基督教大学名誉教授 政治思想） 

永田 和宏 （京都大学名誉教授・京都産業大学名誉教授 細胞生物学） 

中野 晃一 （上智大学教授 政治学） 

西崎 文子 （東京大学名誉教授 歴史学） 

西谷  修 （東京外国語大学名誉教授 哲学・思想史） 
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野田 正彰 （精神病理学者 精神病理学） 

浜  矩子 （同志社大学名誉教授 国際経済） 

樋口 陽一 （憲法学者 法学／日本学士院会員） 

広田 照幸 （日本大学教授 教育学） 

広渡 清吾 （東京大学名誉教授 法学／日本学術会議元会長） 

堀尾 輝久 （東京大学名誉教授 教育学） 

間宮 陽介 （京都大学名誉教授 経済学） 

三島 憲一 （大阪大学名誉教授 哲学・思想史） 

水島 朝穂 （早稲田大学名誉教授 憲法学） 

水野 和夫 （法政大学教授 経済学） 

宮本 憲一 （大阪市立大学名誉教授 滋賀大学名誉教授 経済学） 

宮本 久雄 （東京大学名誉教授・純心大学教授 哲学） 

山口 二郎 （法政大学教授 政治学） 

山室 信一 （京都大学名誉教授 政治学） 

横湯 園子 （中央大学元教授、北海道大学元教授 臨床心理学） 

吉田  裕 （一橋大学名誉教授 日本史） 

鷲谷いづみ （東京大学名誉教授 保全生態学） 

渡辺  治 （一橋大学名誉教授 政治学・憲法学） 

和田 春樹 （東京大学名誉教授 歴史学） 

以上 

 


